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１．要約
ナデシコ科ツメクサ属に属するツメクサについ
て、野外で見られる草姿が、どのような要因で形成
されているのかについて、実験室内で栽培を行うこ
とによって明らかにした。胚軸が伸長して形成され
た主シュートは６節程度の葉を対生につけるが節間
は伸びず、全高は１cm程度と小型であった。対生
葉序ではあるが、原則として片側の葉腋の側芽のみ
が伸長し、側シュートを形成した。一方、側芽由来
の側シュートは茎頂に花芽をつけて成長を停止し、
葉腋に存在する側芽が伸長してさらに側シュートを
形成することを何度も繰り返し、全体としては匍匐
状の成長を行う草姿となった。以上のように、ツメ
クサの草姿形成要因を明らかにしただけでなく、対
生葉序における両側側芽の伸長に優劣性が存在する
こと、側シュートは仮軸成長様式であり、一方、主
シュートは単軸成長様式と１個体内で両様式が混在
することを明らかにし、植物学的な新たな知見を加
えることもできた。
２．諸言
ツメクサ（Sagina japonica）はナデシコ科に属す
る草本植物で、身近な場所に成育するいわゆる雑草
の一種である。庭や道端に多く、１～越年または多
年生草本で、草丈は２～20 cm。葉序は対生で、葉
は0.5～２cmの針形で先は尖る。花は直径約４mm
と小さく、上部の葉腋に単生する。花弁は白色で５
枚、萼片も同数である。蒴果は卵形で、熟すと５裂
する1、2）。一方、国内に成育し、よく目にする近縁
種にはハマツメクサ（Sagina maxima）1、2）がある。
両種の外見は極めて酷似しており、肉眼で見分ける
のは容易ではなく、決定的な違いは種子の表面構造
にあるが3）、種子自体も小さく、その違いを確認す
るためにはルーペや顕微鏡が必要である。
身近な路傍に成育するとされているツメクサであ
るが、その外見は一般的に次のようなものである。
茎は根際でよく分枝し、全体として匍匐状に成育す
る（図１）。このように、匍匐状に成長するツメク
サの草姿が、どのようにして形成されるのかについ
てはほとんど研究されておらず、わずかに、植物学
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的記載や分布がインベントリー的に報告されてきた
にすぎないのが現状である4）。このように、身近に
生育するにも関わらず研究例が少なく、その形態学
的特性を明らかにすることは、植物学的知見の蓄積
に大きく貢献をすることが期待される。本研究は、
野外調査で明らかにすることが難しい、野生植物の
形態学的並びに成長特性について、実験室内で栽培
を行うことによって明らかにしようとしたものであ
る。
３．材料および方法
１）本研究での用語
本研究ではシュートや節をその形成位置によって
名前をつけた。胚軸から伸長する主軸を主シュー
ト、葉腋から伸長するシュートを側シュートと呼び
（図２）、主シュート、側シュートともに、シュート
に形成した節は、基部側から順に第１節、第２節…
とした。
２）対象植物
ツメクサ（Sagina japonica）を対象として研究を
行った。東京都大泉学園付近で採取したツメクサか
ら得られた種子を栽培し、そこで得られた種子を用
いて以後の実験を行った。実験はすべて帝京科学大
学千住キャンパス７号館にある岩瀬研究室内で行っ
た。
３）培土の調製
市販の赤玉土とバーミキュライトを体積比３：１
の割合で混合し、それに化成肥料としてマグァンプ
K（ハイポネックスジャパン　N：P：K：Mg＝
６：40：６：15）を１鉢につき２g加え、混合した
ものを標準の培土として使用した。プラスチック製
の植木鉢（丸萬化学　3.5号）に鉢底石を50 ml程度
入れた後、上記の培土を約350 ml入れた。
４）光量子量の測定
野外の生育地の光環境測定および栽培における光
環境条件の設定のために、光量子量を測定した（光
量子量計MQ-200、APOGEE社製）。
５）栽培光環境条件の設定
野外の生育地の光環境を測定した結果、光量子量
が最も高い時で220 µmol m－2 s－1程度であったの
で、ツメクサ栽培の光環境として白色LEDランプ
（TUBE-120P、慧光社）を10本設置した。その際
の光量子量は約300 µmol m－2 s－1であった。光周
期は明期14時間暗期10時間とし、また、栽培温度
は25℃で行った。
６）播種と発芽条件
種子300粒をアズノールシャーレφ55×17（アズ
ワン）に入れ、イオン交換水を加えて１晩室温で静
置し、吸水処理を行った。吸水処理後の種子は、マ
イクロピペットを用いて水と共に吸い取り、培土上
に１鉢当たり10粒ずつ播種した。播種後30日目に
実生の高さが５mm程度になるまですべて同条件で
生育させ、その後、栽培棚に10鉢設置した。
７）測定項目
各試験区に設置後10日目に１鉢当たり１個体と
なるように間引きを行い、間引き後４日目から測定
を開始した。測定期間は74日目まで行ったが、10
個体中１個体は栽培中に枯死してしまったため、測
定は９個体に対して市販の定規を用いて行った。測
図１　野外におけるツメクサの草姿
図２　主シュートと側シュート
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定項目は全高、主シュートに形成した節数、主
シュートから側シュートが伸長し始めた時点までの
所要日数、側シュートに形成した節数の４項目とし
た。
４．結果
草姿は主シュートの長さ（全高）、節数、節間長、
側芽形成と側シュート伸長等の様々な要因で決定さ
れるが、最も重要な要因と考えられる主シュートに
ついてみると、多くの場合第６節までしか形成され
ず（５節の個体が11.1％、６節の個体が88.9％）、
また、節間長が短いため６節合わせても主シュート
長は１cm程度（1.09±0.46 cm）しかなく、全高は
極めて低いことが明らかになった（図３）。その後、
主シュートの茎頂には花芽が形成され伸長を停止し
た。茎頂に形成する花の花茎は比較的よく伸長し、
0.5～1.6 cm程度であった（図３）。
一方、側シュートについてみると、ツメクサの葉
序は対生であり、側芽は各節の両側の葉腋に形成が
見られるが（図４）、側シュートの形成は原則とし
て各節の片側の葉腋からのみであることがわかった
（図４）。また、側シュート形成位置には順序があ
り、主シュート上の第２～４節、第１節、第５節の
順番で側シュートが各節の片側のみに形成され、第
２節の方が、最も基部にある第１節よりも先に形成
することが認められた（図５）。側シュートの成長
についてさらに詳しく見てみると次のようなことが
明らかになった。主シュートから形成された側
シュートは３節のものが多かったが、最終節より一
つ手前の節から形成したシュートでは２節、最終節
では１節のものがほとんどとなり、先端に向かうに
従って節数は減少する傾向が見られた（表１）。形
成した側シュートすべての茎頂には花芽が形成さ
れ、主シュートの茎頂と同様に花茎は比較的よく伸
長した（図６）。さらに、茎頂に花芽が形成される
図３　ツメクサの全高、花芽、花柄
図４　対生葉序両側に見られる側芽と片側のみ伸長し
た側シュート
図５　側シュートの形成順序
異なる記号a～d間では有意差があることを示す。
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と、直近の葉腋からシュートが伸び、その茎頂には
花芽を形成し、さらにその直近の葉腋からシュート
を伸長させて花芽を形成するということを繰り返
し、全体としては匍匐状の成長が確認された（図
７）。
５．考察
本研究はLEDランプ照明下で得られた結果であ
るため、野外の太陽光下で生育しているツメクサで
見られるものとすべてが同じとは限らないが、栽培
で得られたツメクサが野外で見られる草姿（図１）
と同様なものであったため、野外で起こっているも
のと同様の現象が再現できたものと考えられる。
全高（主シュート長）については、図鑑には２～
20 cmと記載されているが、野外調査で得られた当
研究室の先行研究の結果では、約88％の個体が２
cm以下の小型個体であることが明らかにされてお
り5）、本研究の栽培で得られた結果も矛盾しないも
のであった。
側シュートについては、各節の両側に存在する葉
腋の側芽の内、原則として片側の側芽のみが伸長
し、側シュートを形成した。野外の個体についての
詳細なデータは取得していないが、野外個体を観察
した限りでは、多くの個体で各節の側芽の片側のみ
で伸長がみられており、栽培実験の結果は、自然条
件下で見られるものと同様の成長特性を示している
と考えられる。草本の分枝様式については研究例が
ほとんど無く、また図鑑等にも記載もないため、先
行研究との比較は難しいが、野外で見られる対生葉
序を持つ草本植物では、分枝するものは多くなく、
葉腋には花芽をつける場合が多い。一方、木本植物
の分枝様式に関しては研究例が多く、例えばカエデ
属は対生葉序であり、通常は各節両側の葉腋の側芽
が伸長して側枝となるが、片側のみが伸長する場合
や、両側が伸びるが伸び方に優劣がある場合などが
報告されている6）。
シュートの形成や分枝様式は大きく２種類に分け
られ、主シュートの頂端が成長しながら葉腋に側芽
を形成し、側芽の伸長により側シュートを形成する
様式は単軸成長（単軸分枝）と呼ばれている。一
方、主シュートの頂端に花芽を形成したり、あるい
は損傷することで頂芽が成長を停止し、直下の葉腋
に存在する側芽が伸長してシュートとなり、あたか
も主シュートが継続して成長しているように見える
様式は仮軸成長（仮軸分枝）と呼ばれる7）。ツメク
サでは、主シュートは単軸成長で葉腋に側芽を形成
して側シュートを伸ばすが、側シュートは茎頂に花
芽をつけて成長を停止し、次々と側芽から側シュー
トを伸ばす仮軸成長であり、単軸成長と仮軸成長の
両様式が同一個体に混在していることが示された。
通常、単軸成長か仮軸成長かは原則として種レベル
で決まっており、２種類の成長様式が混在する例は
ほとんど無く、コケ植物のシモフリゴケで混在の報
告がある程度である8）。この点については、近縁種
図６　主シュート花芽と側シュートの花芽
図７　反復する仮軸成長により形成された側シュート
（上）と側シュートの形成順の模式図（下）
図中の①～⑥は仮軸成長で形成した側シュートの順序
を示す。
表１　主シュート上の側シュート形成位置と節数
主シュート上の
側シュート形成位置
側シュートの節数
1節 2節 3節 4節
末端の節 100% － － －
末端より一つ下の節 － 100% － －
下部の節 － 5.7% 91.4% 2.9%
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や他のナデシコ科の種等を含めて、さらに検討を進
めて行きたいと考えている。以上のように、主
シュートは短縮してほとんど伸びず、一方、側
シュートは横に拡がりながら分枝を繰り返して大量
の花をつけ、大量の種子生産を行っているようであ
る。本種の野外で見られた草姿は、以上のような特
性によって形作られたものであることが明らかと
なった。さらに、これまでほとんど報告例の無い草
本の対生葉序における両側側芽に優劣性があるこ
と、単軸成長と仮軸成長の２種類の成長様式が１個
体内で混在していること等を発見し、植物学的な新
たな知見を加えることができた。
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